
川崎医療福祉学会誌

　

執筆規定

　　

（１４巻・号ょり適用）

１． 原稿の書式

　

原稿は横書きで，パソコンのワープロソフトまたはワードプロセッサーを使用して，
Ａ４判用紙に１，２００字程度

（３５字×３４行など）， 文字の大きさ１０～１１ポイント程度で作成したものとする．
２． 原稿の枚数

　

原稿の枚数は，下表のとおりとする（刷り上り原稿はＡ４判で，１頁は２１字×４３行
の２段組，約１，８００字）

投稿区分 表紙（１頁目） 和文要約（２頁目） 英文要約（３頁目） 本文（刷上り原稿）

総

　

説 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内

論

　

説 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内

原

　

著 １枚 ８００字以内 ２００語以内 １０頁以内

短

　

報 １枚 ４００字以内＊ １００語以内 ４頁以内

資

　

料
／

　

１枚 ４頁以内

＊短報も，和文要約および英文要約をつけることができる

３． 原稿の構成

　

原稿は， 表紙，和文要約，英文要約，本文（注を含む），文献， 図表より構
成されるものとする．ただし，

必要とされるものが投稿の区分によって一部異なるので，詳しくは本規定２の「原稿枚数」の表を参照する

ものとする．
３１ 表

　

紙

　　

１ページ目は表紙とし， 以下の項目を記入する．

　　

（１）投稿原稿の区分

　　

総説，論説，原著，短報，資料

　

（２）表題（和文および英文）

　　　

（英文例）

　

ＡｎａｌｙｓｉｓｏｆＶｉｓｕａｌ工ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇｂｙＢｖｅｎｔＲｅｌａｔｅｄＰｏｔｅｎｔｉａｌ（ＥＲＰ）

　

（３）ランニングタイトル（和文で３０字以内）

　　

（４）Ｋｅｙｗｏｒｄｓ（英語で５つ以内）

　

（例）Ｋｅｙｗｏｒｄｓ： ｍｅｎｔａｌｈｏｓＰｉｔａｌ，Ｒｏｒｓｃｈａｃｈｔｅｓｔ，ｇｒａＰｈｉｃａｌｕｓｅｒｉｎｔｅｒｆａｃｅ（ＧＵＩ）

（５）原稿枚数

　

総 頁 数

　　　

枚

表

　　

紙

　　　

枚

和文要約

　　　

枚

英文要約

　　　

枚

本

　　

文

　　　

枚

文

　　

献

　　　

枚

図

　　

表

　　　

枚

（６）別刷の希望数と表紙必要の有無

　

３０部を越えて希望するとき， 追加分を５０部単位で申し込む．また， 表紙が必要か不要かを記す．

　　

（３０部を越えた追加部数は著者負担で，本規定５の別刷料金表を参照）

（７）著者等の表記（和文）
Ａ．著者名とその所属機関名

　　

所属が２ヵ所以上の場合は，著者名および所属名の各々右肩に番号を割り振ること．

　　　

（例） 深井喜代子＊１

　

新見明子＊２ 田中美穂＊２

＊１

　

川崎医療福祉大学

　

医療福祉学部

　

保健看護学科
＊２

　

川崎医療短期大学

　

第一看護科

Ｂ．代表者の氏名と連絡先（所属機関等の名称と住所，ｔｅｌ，ｆａ

　

メールアドレス）

　　

（例） 深井喜代子

　

〒７０１‐０１９３

　

倉敷市松島２８８ 川崎医療福祉大学

ｔｅｌ，ｆａ メールアドレス

（８）著者名等の表記（英文）
Ａ．著者名

　　　

（例） ＫｉｙｏｋｏＦＵＫＡ工，ＡｋｉｋｏＮロＭ１ａｎｄＭｉｈｏＴＡＮＡＫＡ



Ｂ 代表者の氏名と連絡先
（例）ＫｉｙｏｋｏＦＵＫＡ工

３．２ 和文要約

（所属機関等の名称と住所，ｔｅｌ，ｆａｘ，メールアドレス）

　　

ＤｅＰａｒｔ・ｎｅｎｔｏｆＮｕｒｓｉｎｇ，ＦａｃｕｌｔｙｏｆＮ［ｅｄｉｃａｌ駅Ｚｅｌｆａｒｅ

　　

ＫａｗａｓａｋｉＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆ；Ｍｅｄｉｃａｌ訳Ｚｅｌｆａｒｅ

　　

Ｋｕｒａｓｈｉｋｉフ７０１一〇１９３フＪａｐａｎ

　　

ｔｅｌ，ｆａｘ，
メール ア ドレ ス

　　

２ページ目は和文要約とし，本規定２の文字数で論文の要約を記載するものとする
３．３ 英文要約

　　

３ページ目は英文要約とし， 本規定２の文字数で論文の要約を記載するものとする
３４

　

本

　

文

本文については，以下の規定に従うものとする

（１）本誌は広く医療福祉分野に関係する読者が対象となるので，できるだけ多くの読者が理解できるよう
に，平易な文章で記述し，論理的で正確，簡潔で明瞭な科学論文とする．
（２）略語は広く一般的に使用されているもの以外は使用しないのを原則とする．やむを得ず使用する場合
には，最初に出たところで原語を記載し，その後に括弧をつけて略語を記載する．
（３）緒言（理論），研究（実験）方法，研究（実験）結果，考察，結論，文献，…等，またはこれに準じる．
（４）論文の文中の見出し番号の順は， 原則として１，２， …，１．１，１．２， …，１．１．１，１．１．２， …とする．
さらに小さい見出しが必要な場合は，原則として （１），（２），…，Ａ，Ｂ，…，とする．
（５）句読点は全角で「．」「，」とし，括弧やコロンも全角とする． 数字や％，＝，不等号（＜，＞）等の記号
は半角とする．またｃｍ等の単位は記号ではなく，英半角文字で打つ．文中の英語等は， 略号等の大文
字も含め，すべて半角文字にする．
（６）注は，最初に出たものから順に，右肩付数字で，
る場合は，カンマ，ピリオドの直前の右肩に記す．

…‐ｒｌ），…
‐ｒ２）のように示す． 文章の切れ目につけ

そして最後に文献の前に一括して記載する．

， …１），

． そし

は， ボー

　　

（７）数式は，できれば日本語「ＬａＴｅ×」形式で表現する．
３５

　

文

　

献

　

文献は，１つの番号につき，１論文のみとし，最初に出たものから順番に通し番号の肩付き数字で，

　

…２，３），…４－６）のように示す．文章の切れ目につける場合は，カンマ，ピリオドの直前の右肩に記す
て最後に一括して下記の記載例の形式で記す．文献の雑誌名・書名はイタリック体，
ルド体にする．引用文献の著者名は全員を書く．
＜記載例＞

　

＜学術雑誌＞ 著者名：題名．雑誌名［イタリック体］，巻（号），頁一頁，発行年．

　

１）倉敷太郎：岡山県の……．川崎医療福祉学会誌，１（１），２２２－２２５，１９９１．

文献の雑誌名．書名はイタリック体，巻（Ｖｏｌｕｍｅ）

　

２）Ｅ１ｋｉｎｓＢ比 ＰａｇｎｏｔｔＯＬＤａｎｄＳｍｉｔｈＨＬ： Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｉｎｕｒｉｎａｌｙｓｉｓ．Ａｍげ乞ｃα

　　

崩れβかぜ錫互 卵錦盗むＡｓｓｏｃ幻髭剛 力秘ｍ〆，３５（３），５５９－５６５，１９７４．
＜単行本＞ 著者名：書名［イタリック体］．（編著の場合は，題名．編者名，書名［イタリック体］） 版，

発行所，発行地，頁－頁，発行年

３６

　

図

　

表

Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｉｎ ｕｒｉｎａｌｙｓｉｓ． Ａｍげ叱αれ

３）森忠繁：人口統計．緒方正名編， 現代公衆衛生学，初版，朝倉書店，東京，２３－２４，１９８５．
４） ＲｏｓｅｎｂｅｒｇＪ：朝田３ｃｔｓｏｆｍｅｄｉｃａｔｉｏｎｓｏｎｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｌｅｖｅｌｓｏｆｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｃｈｅｍｉｃａｌｓ．工ｎ Ｆｉｓｅｒｏｖａ‐

　

Ｂｅｒｇｅｒｏｖａ Ｖ ａｎｄ ｏｇａｔａＭ ｅｄｓ， β２０わ〆鰯Ｚ ｍｏ欄ｔｏｒ物ｇｏｆｅコゆｏｓｍｅｔｏ 痴れｓか卿Ｚｃ庇ｍｇｃｄｓ，

　

ＡＣＧ工日フＣｉｎｃｉｎｎａｔｉフー５９一１６２フー９９０．
５）倉敷太郎：福祉社会の……．初版，川崎出版，東京，３１，１９９５．

　

注）肩付き数字やイタリック体，ボールド体にしがたいときは，普通に打ち出し，原稿に赤色で下線

　

か○印をつけておく．

図表については，以下の規定に従うものとする．
（１）図表の原図は，縮小製版できるように鮮明で完全なものとする
稿を受理しないことがある． 図表は著者の責任で作成するが，
別の場合は， 学会事務局と連絡をとる．
（２）図表は，本文とは別に，１頁に１点ずつ記載し，図１，図２，
挿入する箇所を本文中の欄外（右側）に指定する．
（３）図表の表題・図題・説明は，別紙に一括して記載する．

． 図表が鮮明でない等不適当な場合，原

図表の作成を印刷所に依頼したい等，特

， 表１， 表２， ……として， それを



　

（４）図（グラフ・写真を含む）・表は，そのまま写真製版する．写真はＥＰＳ形式等の画像データを提出し

　　

てもよい．

　

（５）上記と異なる形式で表の作成を希望する場合は，学会事務局と連絡をとる．
４． 最終原稿の提出

　

査読が終わり，必要な修正等をした最終原稿は，原本とそのコ
ピー１部を提出する．さらに図を除いたす

べての原稿をテキストファイル形式で保存したフロッピーディスク （ＭＳ‐ＤＯＳＩ．４４Ｍ でフォーマットした

　

３．５インチ．使用機種とソフト名を明記）も提出する．テキストファイル形式に変換しがたいときや，フロッ

　

ピーディスクでの提出が困難なときは，学会事務局と連絡をとる．表については， 査読の結果などで最初の

投稿原稿時の表に訂正があった場合には，訂正したものを本規定３．６に従って，改めて提出する．また，写真

　

を画像データで入力を希望する場合は，そのデ」夕を提出する．
なお，「Ｔｅ×」による編集作業をスムー

ズにするために，次のことにご協力をお願いします．

（１）引用符や「キーボード上にない特殊文字，記号（ギリシャ文字，Ａ等）」については，プリントアウト

した原稿に赤○をつける．さらに，できればそれぞれをテキストファイル内では

　

”￥” マークで始まる

　　

文字列に置き換え，対応表を添える．論文中で統一されていれば，どのような文字列でもよい．

　　　

（例）

　

α＝￥ａ， Ａ＝￥Ａ

　

（２）文献番号， 数式， イタリック体，ボールド体などにも，原稿に赤色で下線か○印をつける．
５． 別刷料金

　

別刷料金は， 下表のとおりとする．

　　

頁数
部数 ４頁まで ６頁まで ８頁まで １０頁まで １２頁まで １４頁まで １６頁まで

３０十

　

５０部 ２，７００ ２，９００ ３つ．００ ３フ５００ ３，９００ ４つ３００ ４つ６００

３０十１００部 ４，５００ ４，７００ ４，９００ ５つ３００ ５，７００ ６つ１０〇 ６，３００

３０十１５０部 ６，３００ ６フ５００ ６フ７ｏｏ ７フー００ ７フ５００ ７，９００ ８フー００

３０十２００部 ８つ．ｏｏ ８フ３００ ８フ５ｏｏ ８つ９０〇 ９つ３００ ９，７００ ９フ９０〇

＊別刷３０部までは無料（ただし，表紙なし）
各別刷に別途表紙をつけた場合は，上記金額に２，０００円加算する．

（平成１５年１２月１２日改正）

＜学会事務局＞〒７０１－０１９３ 倉敷市松島２８８

川崎医療福祉大学

　

中央教員秘書室
Ｔｅｌ：０８６－４６２‐１１１１（内５４０９５） Ｆａｘ：０８６‐４６３‐３５０８


